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10月20日予算委員会で

岸田総理に質問！

●トヨタ自動車(株)出身 ●自動車総連､全トヨタ労連顧問
●参議院国土交通委員会委員
●国民民主党役員室長財務・総務局長

②企業の価格転嫁対策

企業に対し生産性を向上させる様々な支援、ものづくり補助金等

の充実、公正取引委員会・政府の様々な働きかけ、監視等
体制充実の環境づくりに努力したい。

岸田
総理

③エネルギー高騰対策（電気料金）

国民民主党は、総額２３兆円の経済対策をすでに
９月にまとめている。
一人１０万円のインフレ手当や電気代等エネルギー高
騰対策、消費税の一時引き下げなど、我々の提案を受
け止めていただきたい！！

【岸田総理答弁（抜粋）】
経済対策は、内容がまず大事だが、予算規模に

ついても重要であり、傾聴に値する議論である。

岸田
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国民民主党参議院比例区第18総支部長

参議院議員 はまぐち 誠
⇒後日、１0月28日の閣議決定で総合経済対策予算は、
更に上積みされ、２９.１兆円規模に拡大！

⇒政府の総合経済対策で、約2000円/月の支援が決定！
一般家庭向け電気代１キロワットアワーあたり７円の支援へ

参議院議員

来春の電気代負担増は、一般家庭で２～３千円/月と試算西村
経産大臣

④クリーンエネルギー自動車(CEV)導入促進補助金
補助金の支援を隙間な
く行えるよう、予算執行の
工夫を検討するよう、経産
省、財務省に指示を出す。

岸
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岸田総理大臣

はまぐち

①経済対策

中小・小規模事業者から、価格転嫁が難しいとの声をたくさん

聞いている。仕入先からの買い叩き等がないよう、適正な価
格転嫁を促すための国の強力な支援により、賃金が上が
る経済をつくっていくことが大変重要！！

燃料価格対策として、ガソリンのトリガー条項凍結解除に加え、

電気料金を下げるために、透明性が高く、国民が実感しやすいやり方
として、再エネ賦課金の一時停止、ゼロにすべきではないか！！

補正予算でしっかり財源を確保し、今後空白期間をつくらず
に継続して支給できるようにしてほしい。販売現場が混乱し
ないよう、自動車ユーザに負担が及ばない対応をすべき！！



Twitterスペースを活用した「はまぐち誠と語る会」も定期的に実施中！ご参加お待ちしています！

SNSも
是非チェック
して下さい

ボランティア大募集！

国民民主党ビラをポスティングして

はまぐち誠 を応援して下さい！

お時間のあるときに、自分の
ペースでできる枚数だけで
大丈夫です！みなさんの協力
をお願いいたします！

国民民主党参議院比例区第18総支部（はまぐち誠事務所）
TEL： 0565ｰ35ｰ1577 MAIL： info@hamaguchimakoto.com

お問い合わせ
お申し出は

ポスティング ポスター掲示
※ポスターはサンプル(時期によりデザイン変更あり）

※ご自宅敷地や
自分の土地等に

※ご自宅周辺や
散歩コース等で

注）トリガー条項とは、ガソリン価格が
３ヶ月連続で１６０円/ℓを超えた場合に、
上乗せされている特例税率２５．１円/ℓ
（経由は１７．１円/ℓ）を停止する措置。

※所得連動型

ガソリン補助金の継続とトリガー
条項（注）凍結解除で値下げを実現

電気料金に上乗せされている再エ
ネ賦課金徴収停止により、平均的
な世帯で約年１万円の値下げ実現

電気使用量×
３.４５円/ｋWｈ

※出典：資源エネルギー庁

トリガー条項凍結解除でさらに

２５.１円/ℓ 引き下げ


